
 

 

応ポケットブックについては、参加者が非常に興味を持ったようで、セミナー終了後も質問が相次いだ。 
 

(3) イスタンブール市役所 Dr. Alpaslan Hamdi Kuzucuoğlu 氏 

イスタンブール市役所に労働安全衛生環境専門家として勤務する同氏が、「トルコと日本における文化遺

産保護のためのリスク検討事項」と題して、一般的なリスクの考え方、地震によって引き起こされる建物被

害等の二次的被害とは、災害管理サイクルについての考え方等についてのプレゼンテーションを行った。 
また日本の美術館等で実際に活用されている免震展示装置の詳しい説明や、文化財管理機関と地元自主防

災組織や消防団等との協力により行われている防災訓練の紹介、日本の神社仏閣に一般的に備え付けられて

いる放水銃等の防火システムについてのトルコでの活用

について力説し、参加者からの質問も多かった。 
 
７．総括 

 
トルコ国における災害管理はまだ始まったばかりであ

り、これから制度、法律、各種防災計画も整備されてい

く状況である。 
一方、いくら科学が進歩した現代でも、地震をはじめ

とする自然災害や人為災害は、いつトルコ国内で発生す

るか誰も予想することは出来ない。トルコ国民の生命や

国土を、それらの災害から守ることはトルコ国政府の第

一優先であることは間違いないが、同時にトルコ国内に

残る世界遺産を、災害から少しでも被害を軽減することもトルコ国政府の責任である。 
今回のようなセミナーを通して、担当の文化観光省だけでなく他の関係機関の職員も、ハード面だけでな

くソフト面でも防災対策の必要性について考えてもらう一助になればと思う。 
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図 7．「文化財保護と災害」セミナー様子 
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